
          

 

「地域包括ケアシステムにおける地域リハビリ支援センターの役割について 

～中丹東地域の取り組みから～」 

 

 
「あなたの暮らしに役立ちます、リハビリテーション専門職！」 

 

 

 
 

 

「地域包括ケアシステムで『気づき・つなぎ・支える』ために、 

              地域はリハ職を求めているのか？」 

 

 

 

「障害・高齢・医療を運営する 4法人と与謝野町との 

連携による共生効果」 

 

第３回きょうと地域リハビリテーションフォーラム 

 

 

 

 

 
 

と  き：2018年 2月 10日（土） 13：00 ～ 17：00（受付開始 12:30） 

ところ：京都府立医科大学図書館ホール 
 

特別講演 

地域共生社会をめざす地域包括ケアシステム 
 

 

厚生労働省老健局 総務課課長補佐 

石井 義恭 氏 
 

シンポジウム 

「地域包括ケアシステムにおけるリハビリテーションの役割」 
  

地域共生社会をめざす地域包括ケアシステムにむけて高齢分野のみならず障害分野からも現状や課題について発表いただき、

市町村の地域支援事業や地域のまちづくりについてリハビリテーションの役割を話し合う場にしたいと思います。 
 

 

シンポジスト 
 

 

 

 

 

  
 

 
 
 

 
 
 

   

 

 
 
 

問い合わせ先：〒602-8566 京都市上京区河原町通り広小路上る梶井町 465 

                   京都府健康福祉部 リハビリテーション支援センター 

    Tel 075-251-5399 ／ FAX 075-251-5389 

                          URL:http//www.pref.kyoto.jp/rehabili/ 

 

             主催   京都府 

小幡 彰一 氏 （中丹東圏域地域リハ支援センター コーディネーター 

              舞鶴赤十字病院 リハビリテーション科課長） 
 

   

古川 美佳 氏 （京都市原谷包括支援センター センター長） 

 

織田 泰匡 氏 （京都府作業療法士会 事業局長 

               田辺中央病院 リハビリテーション部科長） 

 

 

青木 一博 氏 （社会福祉法人よさのうみ福祉会 理事長） 

 

 

 

後援：一般社団法人京都府医師会、一般社団法人京都府理学療法士会、一般社団法人京都府作業療法士会、一般社団法人京都府言語聴覚士会 


